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背景資料 4： 

 

移住の利益を 
すべての人に 
 

人々の大規模な移動で生じる課題への取り組み 
 

 

人々の大規模な移動は、移

住政策にどのような影響を及

ぼしますか。 

 

大半の移民は秩序ある形で渡航

していますが、人々の大規模な

移動は、移住に議論を再び集中

させる結果となっています。難民

や移民の無秩序な流れは、各国

政府が国境を管理できなくなった

という印象を与え、世論の反発だ

けでなく、あまりにも厳格で、時に

は逆効果となる政策対応を生ん

でいます。 

 

こうした移動に加わる人々の中に

は、戦争や迫害を逃れた難民が

多く含まれます。また、こうした移

動には、仕事を求めたり、気候変

動または環境破壊の悪影響、食

料不安や人権侵害を逃れながら

も、難民に関する法的枠組みに

基づく具体的な保護の対象とは

なっていない移民が含まれること

も多くあります。 

 

移民も難民も一様に、拘置所や

一時収容所で品位を傷つける環

境に置かれたり、奴隷として売ら

れたり、暴力や虐待を受けたりす

ることが多くあります。女性は特

に大きなリスクに直面している一

方で、子どもは本来、そうした被

害を受けやすい立場にあります。 

 

こうした人々にとって、帰還という

選択肢はしばしば非現実的では

あるものの、人道上の義務という

点で、そのまま不安定な状況に

置き去りにすることもできませ

ん。 

 

こうした危険な移動に取り組み、

人命を守る緊急の必要があるこ

とは明らかです。 

 

人々の大規模な移動は、 

今後も続くのですか。 

 

移民と難民の両方を含む人々の

大規模な移動は今後も続くだけ

でなく、さらにその頻度を増す可

能性さえあります。その潜在的な

原因としては、気候変動や自然

災害、人口圧力、経済危機、政

治的緊張、大規模な暴力、抑圧、

武力紛争などの影響が考えられ

ます。 

 

各国政府は、開発援助や気候変

動の緩和、災害対策、安全保障

協力、予防的措置を通じ、こうし

た 現 象 

 

  

グローバル・コン

パクトは、主とし

て正規の移住に

焦点を絞るものと

なりますが、そこ

には、人々の大

規模な移動に対

処する具体的な

戦略も盛り込む

べきです。そのね

らいは、大規模な

移動で生じる差し

迫った人道的課

題に取り組むだ

けでなく、移民が

不安定な状態に

置かれないように

することとすべき

です。 

移住のための 

グローバル・コンパクト 
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た現象を軽減できます。しかし、

これを完全に根絶したり、一気に

変えたりすることは難しいでしょ

う。 

 

世界はどのように人々の大

規模な移動に取り組むことが

できますか。 

 

グローバル・コンパクトは、主とし

て正規の移住に焦点を絞るもの

となりますが、そこには、人々の

大規模な移動に対処する具体的

な戦略も盛り込むべきです。 

 

そのねらいは、大規模な移動で

生じる差し迫った人道的課題に

取り組むだけでなく、移民が不安

定な状態に置かれないようにす

ることとすべきです。それは国際

社会にとって、移民の人権を守り、

長期的な通過国のニーズに取り

組むという決意を改めて示す機

会にもなるからです。 

 

この戦略は、次の 3 つの主要素

に重点を置くものとすべきです。 

 

1. その地位に関係なく、大規模

に移動しているか、外国で足

止めされている移民と難民の

双方を支援する人道的な人権

に基づく対策の強化を通じ、

人命を救うと共に、差し迫った

苦痛を和らげること 

 

2. 脆弱な立場に置かれた難民

の法的地位を個別に、適正手

続きに基づいて審査できるよ

うにするためのメカニズムと資

源 

 

3. 難民の地位は認められないも

のの、乗り越えられない障害

があるため、出身国に帰還で

きない移民を対象に、信頼で

きる解決策を設けること。その

中には、こうした脆弱な立場

にある人々が安全な第三国に

入国、滞在できる一時的また

は恒久的な選択肢を提供する

ためのグローバルな取り組み

を含めることができるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語訳：国連広報センター 


